資料１

抜粋　就業規則　第１５・１６条

（休職）

第十五条　　職員が次の各号の一に該当する時は、それぞれに定める期間を休職とします。

　１）　業務外傷病により引き続き１ヶ月を超えて欠勤した時、

　　　　　　　　勤続５年未満の者は、…　　６ヶ月間。

　　　　　　　　勤続５年以上の者は、…　１２ヶ月間。

　２）　刑事事件により起訴された時、…　１２ヶ月間。

　３）　病院長が特別の事由があると認めた時、…　必要期間。

　　　二、　業務外傷病により引き続き１ヶ月を超えた後出勤した職員が出勤日数１４日に満たない間に同一の事由により再び欠勤を始めた時は、前の欠勤期間を通算します。

三、　休職期間中の給与は支給しません。

四、　休職期間は勤務年数に算入しません。

5、 休職者は、病院長の許可を受けないで勤務に就くことはできません。

（復職）

第十六条　　休職期間が満了する前に休職の事由が消滅したときは復職を命じます。但し、業務の都合により旧職種と異なる職務に配置転換または職種の変更を命ずることがあります。

　　

二、　休職者が復職する時は、その旨を所属長を経て病院長に届け出て許可をうけなければなりません。

